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課題名
１７水稲塞額の具翻に関する研究

醗造用二条大麦「九州二条９号」を準奨励品種に採用（予定）
分 類 ①

試験研

究年次

６２年～１年（終了）

Ｉ目的本県に適する耐病性、良質、安定多収の霞造用二条大麦品種を選定する．

Ⅱ試験研究方法

１供試材料

福岡県農業総合試験場が育成した醸造用二条大麦「九州二条９号」で、この系統は
交配組合せが，（はるな二条/倉系2660）Ｆ１//関東二条19号，である．昭和６２年
度から本県での奨励品種決定調査に供試し，県下での適応性を検討した．

２試験実施場所

（１）基本調査農産研究所，豊前分場，筑後分場
（２）現地調査犀川町，豊津町，小郡市，久留米市，筑後市，大川市

３栽培法ドリル播きによる標準栽培

、主要成果の概要

九州二条９号は次のような特性を有する．

１大麦縞萎縮病に高度の抵抗性をもつ．うどんこ病にやや弱い．
２あまぎ二条並の収量で，ニシノゴールドより収量が優る．

３整粒歩合が高く，子実の外観が良い．

４出穂・成熟期はあまぎ二条より１～２日早い．

５麦芽の品質が良く あまぎ二条に優り､ニシノゴールドに近い．

Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表福岡県農業総合試験場における試験

試験品種名出

場所 穂

期

月日

農九州二条9号４．１２

産あまぎ二条４．１１

ﾆｼﾉｺ゙ ﾙーﾄ餅４．１２

豊電･九州三条9号･４．１０

前ﾆｼﾉｺ゙ ﾙーﾄ゙ ４．１１

筑九州二条9号４．３

後あまぎ二条４．３

ﾆｼﾉｺ゙ ﾙーﾄ゙ ４．４

成
熟
期

月日

5.24

5.24

5,23

５．２２

５．２２

５．１８

５．１９

５．１８

稗倒伏

長 程度

田
３
９
６
４
６
３
０
．
６

ｃ
９
９
９
９
９
９
皿
９

微
微
少
微
微
無
無
無

赤かうど子同対整粒千子実検査

び病んこ実標準歩合粒の等級

病重比重外観

kg/10ａ％％９

微多３６６９５６３４０．５中上２等一規格外
微少３８２１００６１４０．３中上２等一等外上

微多３６１９５５２３９．２中中等外上-規格外

微少・４７２－１１５－．．８８．３９ざ９中中・等外上．
微中４１１１００７９３７．８中中等外上-規格外

微微４２８１０２７５４０．４中中等外上-規格外

微無４２０１００７１３９．８中中規格外
微微３６７８７６６３８．６中中等外上-規格外

注）昭和６２～平成元年度奨励品種決定基本調査の平均



第２表現地試験の結果

試験品種名試験成熟程長 子 実 重 の 整 粒 千 粒 子 実 の

場所年度期対標準比歩合重外観

月日ｃ、 ％％９

犀川町九州二条9号６２５．２７８８９４４０．３中上
あまぎ二条５．２６９ ７（470）４０．５中中
ﾆｼﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ５． ２ ６ ９ ６ １ ０ １ ４ ０ ． ０ 中 下

豊津町九州二条9号６３５．２２９４１２４８０４３．４中中
あまぎ二条～５．２３８０８２７８４２．０中中
ﾆｼﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ０１５．２２９２（279）７３４０．７中中

小郡市九州二条9号６２５．２２９７９５８４４０．５中中
あまぎ二条～５．２２１０３（342）８３４０．５中中
ﾆｼﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ０１５．２２１００９０７５３９．２中下

久留米九州二条9号０１５．１５９５８４８６４６．３中上
市あまぎ二条５．１６１０６（369）８８４６．２中上

ﾆｼﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ５．１６９７７８８３４４．５中中

筑後市九州二条9号０１５．２１１０４１１１７５４４．３中中

あまぎ二条５．２２１１０（401）６９４２．５中中

ﾆｼﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ５．２０１０３７３５９４１．１中中

大川市九州二条9号６２５． ２ ７ ９ ６ ９ ０ ３ ９ ． ２ 中 上

あまぎ二条５．２９１１２（382）３８．７中中
ﾆｼﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ５．２７１０２１０９３９．６中中

注）①試験年度の01は平成元年．～は試験実施期間で値は平均値を示した．

②子実重の対標準比の比較品種の（）内数字は子実重(kg/10a)の値．

第３表麦芽品質調査成績（60-63年度平均、栃木県農試の分析による）

系統名エキス麦芽粗コールシ・ｱｽﾀｰｾﾞ最終発総合標準概評
無水物蛋白バッ ハ 力 酵 度 評 点 と の 差

％％％ＷＫ/TＮ％

九州二条9号８４．０１０．１４８．２１５８８３．３６４．４１０．６○

あまぎ二条８１．９１０．０４８．５１４２８１．８５３．８－

ﾆｼﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ８４．２１０．９４８．２１５２８３．７６５．９１２．１○

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
１あまぎ二条やニシノゴールドの検査等級低下，整粒歩合の低下等の欠点をある程度

補い，ビール大麦の安定生産を図れるので準奨励品種に採用する予定（平成２年９月

２０日福岡県奨励品種査定審議会） ●

２全県下に適すが，県北・県南の契約達成率の低いビール大麦作地帯に特に普及させる．
対象品種はあまぎ二条とニシノゴールドの一部，及びその他の品種の大部分．

Ⅵ今後の研究上の問題点．地域別安定栽培法の検討

Ⅶ資料名麦類奨励品種決定調査成綬書（昭和６２年一平成元年度）
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